本年度の検討に当たっての留意事項

１．特定調達品目の追加、判断の基準の改正及び強化

· 基本方針に定める基本的考え方（別添）に従い、追加する特定調達品目の選定及び判断の基準の設定等を行う

· 判断の基準の設定等にあたっては、出来るだけ全ての環境配慮の観点をとらえるように努める

· 既に定めている判断の基準についても、全ての環境配慮の観点をとらえ切れていないものについては、出来るだけ全ての観点をとらえるように基準の強化等に努める

　　　　（例：機器類の金属１００％のものの扱い）

· なお、環境負荷低減効果のより厳密かつ総合的な評価が必要になるとなるものがあれば、ＬＣＡ的手法を試行的に導入し、評価を実施する
（例：ある観点からは環境負荷が低下するが、別の観点からは環境負荷が増加すると想定される場合）

２．現行の特定調達品目及び判断の基準の明確化

· 特定調達品目の対象範囲が分かりにくい品目については、定義を定める等により対象範囲の明確化を図る

（例：印刷用紙における色紙、厚紙等の扱い）

